
排
水
設
備
に
逆
流
防
止
措
置
を

国
交
省

経
産
省

浸
水
対
策
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案

降
雨
量
の
増
加
を
反
映
し
た
手
法
へ

下
水
道
の
課
題
・
論
点
を
整
理

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
十
二
月
十
九
日
、
東
京

・
霞
が
関
の
国
交
省
会
議
室

で
第
二
回
「
建
築
物
に
お
け

る
電
気
設
備
の
浸
水
対
策
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

（
座
長
・
中
埜
良
昭
東
京
大

学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）

を
開
き
、
関
係
団
体
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
て
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
骨
子
案
を

ま
と
め
た
。
重
要
な
設
備
へ

の
浸
水
リ
ス
ク
を
最
大
限
低

減
さ
せ
る
た
め
、
排
水
設
備

の
逆
流
防
止
措
置
や
雨
水
貯

留
槽
か
ら
の
浸
水
防
止
措
置

な
ど
を
打
ち
出
し
た
。

十
月
に
襲
来
し
た
台
風
第

十
九
号
に
よ
っ
て
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
や
事
業
所
の
地
下
に

設
置
さ
れ
た
電
気
設
備
が
浸

水
し
、
停
電
が
長
時
間
継
続

す
る
な
ど
の
被
害
が
続
発
し

た
。
こ
の
た
め
建
築
基
準
法

を
所
管
す
る
国
交
省
、
電
気

事
業
法
を
所
管
す
る
経
産

省
、
両
省
の
関
係
機
関
な
ど

が
連
携
し
、
新
築
建
築
物
の

企
画
・
設
計
段
階
に
お
け
る

浸
水
対
策
や
既
存
建
築
物
の

浸
水
対
策
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す

る
こ
と
に
し
た
。

骨
子
案
は
①
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
目
的
②
想
定
す
る
被
害

状
況
③
活
用
が
想
定
さ
れ
る

建
築
物
④
関
係
者
の
役
割
⑤

浸
水
対
策

な
ど
で
構

成
。
ま
た
浸
水
に
対
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
を
事
例
集

と
し
て
紹
介
す
る
。

浸
水
リ
ス
ク
の
低
減
対
策

で
は
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
電
気
設
備
な
ど
を
浸
水
の

お
そ
れ
が
少
な
い
場
所
に
配

置
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
想
定

さ
れ
る
主
要
な
浸
水
ル
ー
ト

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
建
築

物
の
出
入
口
へ
の
土
嚢
・
止

水
板
の
設
置
、
換
気
口
な
ど

の
開
口
部
の
高
い
位
置
へ
の

設
置
、
排
水
設
備
か
ら
の
逆

流
防
止
措
置
、
雨
水
貯
留
槽

か
ら
の
浸
水
防
止
措
置
な
ど

を
行
う
。

浸
水
を
防
げ
な
い
場
合
、

電
動
ポ
ン
プ
な
ど
の
カ
バ
ー

に
よ
る
水
没
防
止
措
置
や
重

要
設
備
の
嵩
上
げ
な
ど
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
浸
水
量

の
低
減
に
向
け
て
雨
水
貯
留

槽
を
整
備
す
る
。

国
土
交
通
省
は
十
二
月
十
八
日
、
東
京
・
新
宿
区
水
道
町
の
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
会
議
室
で
第
一
回
「
気

候
変
動
を
踏
ま
え
た
都
市
浸
水
対
策
に
関
す
る
検
討
会
」
（
委
員
長
・
古
米
弘
明
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
附
属
水
環
境
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
を
開
き
、
下
水
道
に
よ
る
新
た
な
浸
水
対
策
の
課
題
・
論
点
・
考
え

方
な
ど
を
整
理
し
た
。
降
雨
量
の
増
加
を
反
映
し
た
治
水
対
策
に
転
換
す
る
た
め
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
対

策
手
法
を
議
論
し
て
い
く
。
来
年
五
月
頃
を
め
ど
に
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。

都
市
化
の
進
展
に
伴
う
浸

透
面
積
の
減
少
に
よ
っ
て
雨

水
の
流
出
量
が
増
え
、
河
川

や
下
水
道
の
負
担
が
増
大
し

て
い
る
。
ま
た
気
候
変
動
の

影
響
に
よ
っ
て
大
雨
が
頻
発

し
、
内
水
氾
濫
が
発
生
す
る

リ
ス
ク
が
増
大
し
て
い
る
。

と
く
に
台
風
第
十
九
号
で

は
河
川
の
氾
濫
に
加
え
、
全

国
十
五
都
県
・
百
四
十
市
区

町
村
で
内
水
氾
濫
に
よ
る
重

大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
。
下
水
道
施
設
も
被
災

し
、
市
民
生
活
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。

こ
の
た
め
同
省
の
「
気
候

変
動
を
踏
ま
え
た
治
水
計
画

に
係
る
技
術
検
討
会
」
は
気

候
変
動
に
よ
る
降
雨
量
の
増

加
を
反
映
し
た
治
水
対
策
に

速
や
か
に
転
換
す
る
よ
う
提

言
。
こ
れ
を
受
け
て
下
水
道

関
係
の
有
識
者
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
で
構
成
す
る
同
検

討
会
を
新
設
し
、
気
候
変
動

の
影
響
を
考
慮
し
た
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
て
い
く
。

当
日
の
初
会
合
で
は
植
松

龍
二
同
省
下
水
道
部
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
気
候

変
動
に
よ
る
台
風
や
大
雨
の

影
響
で
浸
水
被
害
が
多
発
し

て
い
る
。
下
水
道
に
よ
る
浸

水
対
策
を
改
め
て
検
証
し
、

新
た
な
方
向
性
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
活

発
な
意
見
交
換
を
促
し
た
。

ま
た
古
米
委
員
長
が
「
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
に
よ
る
考

察
が
必
要
だ
。
委
員
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

当
面
の
課
題
で
は
気
候
変

動
を
踏
ま
え
た
雨
水
計
画

（
事
業
計
画
）
の
見
直
し
、

耐
水
化
の
推
進
に
よ
る
下
水

道
施
設
の
機
能
の
維
持
、
早

期
の
安
全
度
の
向
上
、
内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に

よ
る
ソ
フ
ト
対
策
の
さ
ら
な

る
強
化
な
ど
を
指
摘
。
そ
の

う
え
で
気
候
変
動
の
影
響
を

踏
ま
え
た
計
画
目
標
の
外
力

の
設
定
や
耐
水
化
の
対
象
外

力
の
設
定
、
効
率
的
・
効
果

的
な
対
策
手
法
の
立
案
、
既

存
施
設
の
運
用
の
工
夫
、
ま

ち
づ
く
り
と
の
連
携
に
よ
る

リ
ス
ク
軽
減
な
ど
を
論
点
と

し
て
打
ち
出
し
た
。

４
〜
５
面
に

業
界
の
１
年

を
振
り
返
る

年
末
写
真
特
集

植松下水道部長

国交省検討委会が初会合

古米委員長

有識者検討会で意見交換
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